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１．はじめに 

 富山において地域の防災を地域で扱おうとして発足した研究

会は早４年が経過し、いまでは知的好奇心が大いに満たされて

いるように思います。 

 年度末ということで15年度の会報をまとめてみました。今回

は短編でレポートいただいたものもあり、より充実した構成に

なっているかと思います。どうぞみてください。 

 今後は活動の継続を第一として、皆様方とともにまい進して

いくことになりますので、皆様方、よろしくお願いいたします。

なお、発刊が少し遅れましたことお詫び申し上げます。 

 

２．開催記録概要 

・第１回、４月14日(火)、18h～20h、参加人 

  Ho先生：タイにおける災害  

         東南アジアの農業や社会の話。 

・第２回、 ５月15日(金)、18h～20h、参加＊人  

 Ya先生：黒部川水系の発電所の紹介  

      黒部ダム、第四発電所などの技術話し 

(ﾋﾞﾃﾞｵやﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄで)。  

      黒四の耐震検討については後日改めて  

・見学会、６月３日(水)、8時から17時まで、参加11人 

 黒部川水系の各施設見学ツアーについて 

集合場所：宇奈月「黒部川電気記念館」、朝の8時00分 

ｽｹｼﾞｭｰﾙ： 

  宇奈月駅08:30発 →トロッコにて、けやき平、高熱隋道を

へて黒四地下発へ、地下発で昼食 

→ 黒部ダム 13:15 着、ダム内部の見学 14 時 30 分ー15

時頃に関電施設を出発 

→ ダム駅からｹｰﾌﾞﾙで黒部平､ﾛﾌﾟｳｴｲで大観峰、ﾄﾛﾘｰﾊﾞｽで室

堂 室堂で散策 → ﾊﾞｽ、ｹｰﾌﾞﾙで 60 分（室堂から高原ﾊﾞｽ

最終17:05） 

→ 立山駅 → 富山駅 

・第３回、６月17日(水) 、18h～20h、参加人 

Fu先生：神城断層地震災害  

    白馬村の地盤や斜面の地震災害について 

・第４回、７月28日(火)、18h～20h、参加人  

  Ki先生：地震災害とその減災  

    古都金沢の文化財、イランの文化財、安政の地震など 

・第５回、８月27日(水)、18h～20h、参加人   

  To先生：古民家の魅力とは 

 （ｱﾆﾒおおかみこどもの雨と雪の世界から)  

  ANa先生：発電所構内の地盤亀裂について  

・第６回、９月24日(木) 、18h～20h、参加10人  

  Ha先生：社会基盤整備における微生物機能の活用について  

・第７回、10月30日(金) 、18h～20h、参加人 

Mo先生：「脳と繋がる賢い住まい」  

     脳の活動を解読しインタフェースとして用いる技術 

について、 それができる住宅を建て（頭の中で思

い浮かべカーテンを閉めたりなど）の実験の話。 

・第８回、１１月２５日(水)、18h～20h、参加人  

  H先生：庄川と神通川の発電関係施設など、 

山間部の土木構造物について  

・第９回、１２月１７日(木)、18h～20h、参加人 

   Iw先生：「海岸保全施設の老朽化問題」  

        海岸機能と災害、老朽化の実態と問題、海岸   

保全施設のＬＣＭなどを総括的にお話されました。 

・第10回、１月27日(木)、18h～20h、参加12人 

  Ha先生：「県内文化財ーー絵画を中心にーー」  

     県内にある優れた絵画の文化財について、事例紹介  

     とともに保存についてお話されました。 

・第11回、２月19日(金)、18h～20h、参加＊人  

  県立大環境工学F研･I研の修論卒論発表  

   若い方 8々人が各自の研究を熱くプレゼン。 

  若い方々の研究発表。地盤やコンクリートに 

水など多様なテーマでの発表  

・第12回、３月16日(水) 、18h～20h、参加人 

   Ｋａ先生：「飛騨山脈の深部構造から見た  

   2011年M5.4黒部川源流地震と立山弥陀ヶ原火山」 



          

３．抄録（講演内容概要) 

 

３.1 庄川と神通川の発電関係施設など 

講演者：干場篤氏 

記録 藺森悠伎氏（県立大学4年生） 

日時：2015年11月25日（水）18:00～20:00 

講演内容 

事業概要 

・発電設備のメンテナンスおよび点検が主な仕事であ

る。 

・水槽内のコンクリートをシュミットハンマーによる

強度の測定、コアを採取し圧縮強度試験、また河川の

流量の観測・測定による流量予測を行っていた。 

現場仕事を紹介 

 これについては本人からのレポートを参考にしてく

ださいとのこと。 

 

３.2 海岸保全施設の老朽化問題 

（伊勢湾・三河湾富山湾を中心にして） 

講演者：岩田好一郎氏 

記録：大橋真輝氏（県立大4年生） 

日時：2015年12月17日（木） 18:00～20:00 

＜＞講演内容 

・海岸工学は、海岸の災害が特に多いため、作られた． 

・海岸の機能には、環境保全機能、利用経済機能、情

報機能がある． 

・風のデータの不足により高波浪の中には計画波浪よ

り大きいものが存在した． 

・海岸災害の防止には防災施設、地域防災計画、防災

体制が重要である． 

・海岸災害防止のために浸水ハザードマップの充実、

精緻化が必要である．（特に市） 

・構造物の劣化は、強度だけでなく、棒は機能の面で

もそれぞれ評価する必要がある． 

・築堤式コンクリートの劣化は、上段部が一番大きく

下段部が一番小さい． 

・ひび割れパラペットの連続性も調査していた． 

・海岸堤防の圧縮強度は、施工より環境の方が大きな

影響を与えると分かった． 

・粘り強い構造とは長寿命で維持管理しやすいもので

ある． 

・LCM の導入には点検による情報の蓄積や点検機器

の改良等が必要である． 

＜＞意見・質疑応答 

・それぞれの分野で情報を共有する必要がある 

 

 

 

３.3 「県内文化財ーー絵画を中心にーー」  

日時：2016年1月27日 18時～20時 

話題提供者：原口志津子氏（県立大学日本美術史専攻） 

参加者：12人 

当日の話題 

（１）文化財 

・富山には大変貴重な文化財が多い。 

・特に、寺院には貴重な文化財がねむっている。 

・江戸時代初期は名品が移動した時期。 

 前代の所有者が没落して手放したものを、改易（領

地没収、動産だけは保証される）に備えて大名が買っ

た。加賀前田家も大量に購入しており、瑞龍寺等の寺

院に寄進している。 

・寺社の文化財には宝物と法宝物とがあり、後者は宗

教行事で使われる。 

・法宝物の場合、美術的価値を見出すのは難しいが、

宝物は美術品である。 

・美術というと、日本では明治以降のものをさす。江

戸時代以前の書画道具は博物館行きとなる。西洋では、

古代中世の絵や彫刻も美術館に展示される。日本には

そのような概念はない。 

（２）文化財保全 

・巻物でも、湿度が管理されていれば痛むことはない。 

 当時は桐の箱に入れ、土蔵に収納。 

・ＲＣ建物の場合にはエアコンがないとまずダメ。 

・盗難について、各寺院が一番気にしている。お宝が

保管されていることが分かると、すぐに窃盗団に狙わ

れる。大事な宝物を京都や奈良などの国立博物館に疎

開させるところが多くなった。 

（３）一般の方々の関心 

・文化財の展覧会では、来館者が少なかった。文化財

には関心がまだまだ低い。 

・美術史教育の必要性がある。 

（４）他 

・高岡市の文化財行政については、審議会が開かれな

かったり、現場を無視した会議が行われたりした。勝

興寺所蔵品調査目録もデータを提出しても十年放置さ

れた。審議会や文化財活用事業団にいても意味がない

と感じ、委員を退いた。 

・文化財も単独ではなく周辺環境も合わせたものであ

ること。 

（５）フロアからのコメント 

・建築家は建築および建築内部空間とそこにある財と

を一体で捉えている。 

・水墨美術館では二階に収蔵庫を設けた (当館設計者

談) 。 

 



３.4 飛騨山脈の深部構造から見た 

2011年M5.4黒部川源流地震と立山弥陀ヶ原火山 

日時：16年3月16日（水） 18:00～20:00 

講演者：川崎一朗氏 

記録；中田将太朗氏（富山県立大学大学院生伊藤研） 

講演内容 

・弥陀ヶ原火山の活発化。数㎝隆起している。電池探

査で深さ100～200ｍでの電気伝導が良いので水たま

りの層があると推測でき，水蒸気爆発等の危険性があ

る。 

・2011年黒部川源流での地震M5.4の発生。震源地付

近は長野の地震と比べてM5はあったと推測でき，ダ

ムの右岸の崩壊も説明がつく。 

・群発（誘発）地震は断層５～６ｋｍの範囲で多く発

生。 

・1991年に群馬～石川間で東西にかけてダイナマイト

を用いた地震波調査。P 波は石川側，群馬側どちら側

でも北アルプスを通るとほとんど観測されない。北ア

ルプス一帯に巨大なマグマだまりのようなやわらかい

部分がある。 

・マグマの熱で周りの花崗岩等が溶けてドロドロにな

ると地震はおきにくい。水たまりがクラック等からし

みると冷やされ地震は起きやすい。 

・1996年の中部山岳集中観測により北アルプスだけP

波が遅い。マグマ等の影響だけでは説明できない。重

力が小さい可能性。 

・P波速度:花崗岩6km，玄武岩8km，橄欖岩8km程

度。 

・重力異常の原因はあきらかになっていない。 

・現在の立山連邦の地震観測体制は整っていない。地

獄谷に観測点が設置されたがないよりはましになった

程度。 

・東西の観測ばかりなので南北にかけても観測したほ

うが良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．投稿や詳細録 

 

4.1 長野神城断層地震から半年  川崎一朗氏 

 5月11日に現地に入られた川崎先生撮影の写真集があります。以下のUrlから入れます。 

  http://buna.html.xdomain.jp/bousai/kaihouB/150500kawasaki.pdf 

 興味ある写真が満載です。 

 

 

4.2 「過去に体験した法面監視作業」  11/25 ｾﾐﾅｰ補足資料 

    干場 篤 （土木技術者） 

（概要） 

・ 10年ほど前、山間部にある土木構造物が落石により一部損傷した。 

・ 落石は、高さ数百ｍの斜面上部で発生し、鋼製の落石防護工を貫通し土木構造物の一部鋼材を

変形させた。 

・ すぐに、上部斜面の浮石除去・不安定岩塊の対策工事、落石防護工・土木構造物の修繕工が始

まり、当社はこれらの工事の安全確保のための法面監視作業を行った。 

（監視方法） 

・ 人による目視監視（岩盤崩壊の前兆である細かな砂や小石の落下等を見つけることが出来るた

め、これが最も重要と考えられた。） 

・ 自動光波測距儀による変位計測（プリズムを岩盤に設置するだけですぐに観測可能で、岩盤の

動きを直接監視出来る。） 

・ 地盤傾斜計による計測（自動光波測距儀による変位測量は、雨や雪などで測定不能となるので

その補填のため追加設置された。ただ、観測地点まで数kmに渡って光ケーブルと電源ケーブ

ルを敷設する必要があり、計測開始まで日数が掛かった。） 

（監視結果） 

・ 自動光波測距儀による変位計測は、当初は3次元座標で変位を監視しようとしたが座標データ

のバラツキが大きかったため、斜距離のみで監視することとした。これによって約400m離れ

た観測点を数mm の誤差で観測できた。（測角および測距の機械誤差はそれぞれ数mm ある。

座標を計算するには、水平・鉛直角、斜距離を不動点と変位点で測定する必要があるが、斜距

離で監視する場合は変位点の1回の測定ですむ。） 

・ 地盤傾斜計は、長期計測では測定値が少しづつドリフトする傾向があることが判ったため、累

積変動量ではなく、前日との相対値で変位を監視した。なお、計測期間中、雷による機器の故

障や積雪によるの光ケーブルの損傷などが頻発し直すのに非常に苦労した。 

・ 結局、法面の監視は、土木構造物が復旧し新設の強固な落石防護工が完成するまで足掛け6年

続いた。最後まで大きな落石も発生せず、無事、復旧工事を完了することが出来た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

プリズム 自動光波測距儀 地盤傾斜計 



4.3  美術館と外部評価、指定管理者制度 とやま経済月報 ｈ２７年２月号7607 

  富山県立大学工学部助教授 原口志津子 

 

１、公立館へのまなざし 

 美術館という存在は、費用対効果という観点から言えば、

なんとも贅沢な、投下した資本に対してもとのとれないもの

にみえるだろう。私財を投じて収集、運営しているのであれ

ば文句はないとしても、公的な資金によって収集され運営さ

れるこうした文化施設は、およそ税金の無駄使いとしか言え

ないのではないか－そう考える人も多い。赤瀬川原平氏のよ

うに「どうせ日本人は大富豪にはなれないんだから、せめて

ああいう場所（ミュージアム）はうんと贅沢にしなくちゃね」

と思える人ばかりではない。 

  実際、私は、ある公立美術館の来館者ノートに「税金のム

ダ使い」と書かれているのを実見したことがあるし、芦屋市

立美術博物館のように、行政改革の名の下に民間委託（売却）

または休館という方針が打ち出されたところもある。関連す

る文化施設である文学館では、すでに東京都近代文学博物館

のように、入場者数が年間５万人では少なすぎるという理由

で、小説家の知事によって2001年に閉館に追い込まれたとこ

ろもある（現在、週末のみ前田家洋館として見学可能）。 

  もともと「我が県（我が市町村）にも一つぐらいないと恥

ずかしい」という意向でさしたるヴィジョンもないまま作ら

れた公立館が多いということもあるだろう。また、美術品と

いうものが何の役にたつのかがよくわからないと考えられて

いること、そして時に流通過程で信じられないほどの高付加

価値が与えられることについての反感が底流にあるのではな

いかと思う。 

  たしかに、ピカソの絵一枚、ゴッホの絵一枚が、百億円以

上というニュースをきくと（我が富山県立大学創設時の総工

費に近い金額だ）、なぜ麻布に絵の具をなすりつけただけのも

のがそんな値段で取引されているのかわからないと感じる人

は多いだろう。また、日米構造摩擦の時代には、ドル減らし

のために、年度末緊急に海外から高額美術品を購入するよう、

国立館に指令が出たというが、このご時世にそんなものを買

う財源があるのであれば、快適な病院、高齢者や幼児の福祉

施設、保育所を建設したり、スタッフを雇う費用にまわした

ほうが良いと思う人の方が多いのではないだろうか。そして、

それは、納税者として当然の感覚だろう。 

  こうした風当たりは、不況が長引いたという経済状況のせ

いばかりともいえない。明治時代以来の欧米においつけ追い

越せ、という政策が一通りの成功を見たことに遠因はあるよ

うに思う。開国後のヨーロッパ、敗戦後のアメリカ―憧れの

存在であった欧米的生活を実現して得たものが、生活習慣病

と環境破壊、世界の一方の極端な貧困、紛争であっては、欧

米のものだから素晴らしい、有り難いとは思えなくなって当

然だろう。 

  美術館という文化施設も、そして美術という概念そのもの

も、欧米の制度にならって作られたものであるから、当然そ

うした動きと連動して、不信の眼差しが向けられるようにな

ったともいえるのではなかろうか。 

 

 

２、美術館、展覧会という制度あっての美術 

 もともと日本に美術とよばれるものはなかった。明治５年

（1872）に、ウイーン万国博覧会への出品を奨励する太政官

布告において初めて美術という用語が使われた。万博の出品

分類表のドイツ語の翻訳語として「美術」という用語が創案

され、それ以前には、御道具や宝物、霊宝などと呼ばれてい

たものが、以後「美術」と呼ばれるようになったのである。 

  「絵画」という言葉も、明治 15 年（1882）に「第一回内

国絵画共進会」という官展の正式名称として採用されて以降

使われるようになったのであり、それ以前は、書画あるいは

その形状に応じて、掛物、巻物、屏風、衝立などと呼ばれて

いた。そしてそれは季節に応じて取り替える調度品の一つで

しかなかった。「彫刻」という語も同じである。明治９年（1876）

に工部美術学校の学科名（彫刻学科）として採用された後、

使われるようになった言葉である。それ以前は、彫り物、細

工物などとよばれていたのである。 

  ただ美術や絵画、彫刻という言葉こそなかったものの、江

戸時代以前から培われていた素晴らしく美的な技芸はあった。

その技芸を、国際的にも美術として認知させ、社会の中で一

定のステータスを得るために先人は大いに努力したといえよ

う。2004 年から 2005 年に、東京国立博物館、大阪市立美術

館、名古屋市博物館を巡回した「万国博覧会の美術－パリ・

ウイーン・シカゴ万博に見る東西の名品－展」では、そうし

た涙ぐましい努力の跡が展示されていた。同展には、慶應３

年（1867）に江戸幕府と薩摩藩、佐賀藩がパリ万国博覧会に

出品した見事な蒔絵の箱や繊細な七宝、当時の輸出の花形で

あった巨大な陶磁器や高岡銅器を含む金工品など、美術工芸

品が 400 点以上展示されていた。自動車や半導体を売って外

貨を稼ぐ以前の日本が何をもって稼いでいたのかについて知

らしめてくれるものであった。 

  私が、その会場に足を運んで実感したのは、その技術の素

晴らしさと、不自然なほどの大きさ、過剰さであった。優れ

た技芸を、欧米において美術として認知してもらうべく、先

人たちは書画や木工品、染織品を額装し、日本の家屋には飾

り得ないような大きさの置物や壁掛けを作った。また、超絶

的な技巧を競った。そのうえで、当時の欧米の基準からして

美術、芸術と認められるような主題を選び、技法を凝らし、

普遍性や精神性を盛り込むために努力したといえるだろう。 

  「欧米に認められる美術を」という明治時代の国策と、美

術とは何か、芸術とは何かということを模索した人々の努力

によって、翻訳語の美術は、言葉として定着してゆき、また

欧米的な美術が美術として認識されてゆくようになった。し



かしながら、美術は日常に浸透したのだろうか。 

  いまも、専門家の制作した「美術」は、床の間や一般家屋

に掛けたり置いたりできる大きさではなく、展覧会場やホテ

ルのロビーでもなければ飾れないような巨大なものが多い。

それは欧米の巨大な絵画に匹敵する大きさの額に描かなけれ

ばならなかった、あるいは天上の高いホールに飾って見劣り

しない大きさの置物を作らねばならなかった先人たちのあと

を倣ったものであるし、展覧会というシステムにおいて、他

に差をつけ競争に勝てるようなものが美とされてきた歴史的

な経緯によるものである。 

  多くの人々にとっては、美術館や展覧会（博覧会）という

制度の中で美術とされてきたものが美術である。寺院で大切

にされてきた霊宝や神社の宝物は「文化財」となって縁遠い

ものとなり、日常生活の中にあった美的な技芸、例えば美し

い文字を書くこと（書道）、花を育て生けること（園芸、華道）、

針と糸と布で美しい細工物をつくること（裁縫、刺繍）－こ

れらは「美術」とはされてこなかった。「美術」とは絵画と彫

刻のことであり、美術館や展覧会（博覧会）で鑑賞するもの

である。 

  しかし、制度や場から切り離して鑑賞することが不可能な

美術とあっては、日常に浸透していると言い得ないだろう。

別の言い方をすれば、美術は、実は美術館や展覧会に足を運

ぶ習慣のある、教養に関して上昇志向をもつ人たちにしかひ

らかれていないといえるのではないだろうか。絵を描く人や

ちょっと気取った人たちしか行かないと考えられている施設

＝美術館に、税収の落ち込みが予測される中、公的な資金を

投入することは果たして望ましいことか、という厳しい問い

かけがなされるようになったのである。 

 

 

３、展覧会入場者のからくり 

 美術館の自己評価や外部評価は、こうした背景のもとに行

われるようになった。この評価において、説得力をもってき

たのは入場者数である。利用者の満足度などというおよそ計

量不可能なものではなく、入り口でカウンターが確実に計量

してくれる。しかし、美術館入場者数の多い展示が、必ずし

も良い展示で、入場者数の少ない展示が悪い展示であるとは

言えない。入場者数を左右する条件は別にあるからだ。 

  入場者数のからくりについては、最近では、明治学院大学

の山下裕二教授が「つまらんぞ、大英博物館展」（『文藝春秋』

2004年５月号）に書いている。同氏は、赤瀬川原平氏ととも

に、日本美術応援団々長をもって任じる気鋭の研究者で、赤

瀬川氏との共著も多い。山下氏が書いたことは、美術館博物

館や展示の関係者には周知の事実である（山下氏の主張する

ように、新聞社だけが大もうけをしているとは思わないが）。 

  美術館博物館の展示には、館蔵品で構成される常設展（常

設展示）と、特別展（企画展示、企画展という場合もある）

とがある。特別展は、他館や個人蔵、外国に所蔵される作品

などを借り出してテーマに沿って展示する展覧会である。新

聞やTVの宣伝で周知されるのは特別展の方である。 

  この特別展の入場者数を左右する最大の要因は宣伝であ

る。展覧会のオープニングや有名人の来館がしょっちゅうニ

ュースや記事になったり、地方ニュースや新聞紙上での列品

解説が継続的に行われ、その魅力や価値が解説されると、展

覧会に足を運ばねばならないという気にさせられる。 

  もう一つの要因は、後援団体である。展示内容によって大

きな団体をターゲットにできる展示もある。たとえば宗教的

な内容の展示であれば、信者信徒関係の動員が見込めるし、

書や華の展示であれば、後援の形態や宣伝次第で、書道や華

道などの大きな組織を入場者に見込める。特別展の入場者数

は、展覧会の内容そのものの魅力以上に、宣伝や後援団体に

大きく左右されるのである。 

  さらに、展覧会の入場料は、特別展の場合、かなり高い。

館蔵品を展示する常設展示であれば、一般が 200 円から 400

円程度、学生でその２割引というところだが、他館所蔵品な

どを借り出しての特別展の場合、一般で 800円から 1,400円。

学生でも500円から1,000円。下宿学生にとっては、一日に費

やせる食費を脅かす金額だ。美術や歴史、考古好きでも、め

ったに展覧会には行かない人たちの中には、こうした入場料

金の高さをその原因にあげる人たちもいる。足の便の悪いと

ころにある公立館で展覧会を見れば、入場料、足代で 2,000

円～3,000円かかる。よほど好きであるか裕福でないと、なか

なか足を運ぶ気になれないのも当然である。 

  しかし、そこまで好きではないが、高い入場料を払わずに

タダで、あるいは割安に入場できるならば、見に行きたいと

考える人もいる。そういう中間層を掘り起こして、入場者数

をおしあげるのが、招待券（タダ券）や割引券なのである。

新聞社などが主催する場合には、招待券や割引券が新聞の販

売促進のために購読者に配布される場合があり、入場者数を

大きく変える。招待券や割引券で入場する人は、入場料が浮

いた分、友人を誘って割り勘にしたり、図録や絵葉書を購入

したりする率が高くなるので、入場者数は増えるし、入場料

の減益分を補ってくれる。そうした点を勘案すると、招待券

や割引券は、主催者側にとってデメリットばかりでもないの

で、割合大量に配布される。大量に招待券が出回ると入場者

数は増加する。 

  こうしたからくりがある以上、良い展覧会が入場者数によ

ってはかれないことは確かだろう。 

 

 

４．美術館の未来 

  しかし、山下裕二氏が批判する「大英博物館展」のように

東京展で 50 万人も入るような新聞社主催の展覧会動員数の

勝ち組はいざ知らず、全体に美術館や博物館に足を運ぶ人は

確実に減っている。特に正規の入場料を払って入場する人は

減っている。 

  たとえば美術館には、友の会などの名称を持つ後援組織が

ある。そこに入会すれば、その館の展覧会だけはかなり安く

見ることができる。年会費は、3,000円から10,000円で、大体、

特別展に２、３回（高い館の場合には、５、６回）行けばも



とがとれる金額である。会員となると常設展示はフリーパス、

特別展も主催展、共催展の会期中１回に限り（あるいは年間

３～12回に限り）は無料であったりする。会員の側にすれば、

館の広報誌を郵送してくれる上、イベントやミュージアム・

ショップの割引もあるし、友の会会員向けのギャラリー・ト

ークや特別イベントもあるので、特定の館のファンである場

合には、金銭面だけでない満足が得られる。 

  ほかに、美術館が、入館料減免の制度をもっている場合に

は、申請すれば無料になる場合がある。学校教育活動の一環

として見学にゆく小中学生や、65歳以上の人々は無料になる

場合が多い。 

  博物館の事例だが、ホームページにその事業評価を公開し

ていた独立行政法人東京国立博物館の場合で言えば、2002年

度の入場者数合計は、平常展の場合、25万６千101人。その

うち招待者は17％、友の会会員が７％である。さらに、2002

年度より平常展無料となった小中学生が12％で、65歳以上で

無料になる人たちもいるから、収益を生み出さない入場者数

が四割以上を占めるだろう。特別展の場合には 79 万 81 人の

入場者数合計のうち、23％が招待者、3.7％が友の会会員であ

る。こうした無料あるいは格安で入る入場者が多くなると、

入場者数が多くても、必ずしも収益とは結びつかない。 

  地方自治法の改正により、2003 年９月２日より施行され

た指定管理者制度によって、民間事業者に美術館の管理を代

行させたいという意向をもつ自治体が出ているというのも、

もともと収益をあげることの難しい美術館の経営を、少子化

高齢化により税収の落ち込む中、厳しく問われることを回避

しようとする動きだろう。 

  しかし、指定管理者制度にはさまざまな問題がある。事情

を知る人のいわく「天下り先確保のための財団やNPOが林立

して指定管理者になるのではないか」－などはその最大のも

のだろうが、ここに詳述する余裕はない。一点だけこうした

一見運営効率化に見える文化切り捨て政策が社会の中の格差

をますます増大させることになりかねない危惧を指摘してお

く。 

  例えば、現在、多くの公立館では子ども向けの教育プログ

ラムを開発し、次世代のユーザー開発を行っているが、これ

は本来全くもとのとれないものである。さらに、こうしたプ

ログラムにしても、美術館や博物館に小さな子どもを連れて

行けるような時間的経済的文化的余裕のある親ばかりではな

いので、ブルデューが言うように、すでにそうした文化施設

にアクセスすること自体、親の代からの蓄積がないとできな

いような文化資本の格差はある。そこで、公立学校教育と協

力してゆくことが必要である。なぜならば、現在、経済格差、

学力格差の拡大が問題となっているが、文化資本をもくわえ

た階層格差が増大し、階級分離がすすむことは、最終的に社

会の安定性を欠くことになるからだ。しかし運営の効率化、

収益を目的とするならば、あるべき社会の理念をかかげ、長

期的な戦略を練るよりも、商業的に成熟したゲームやアニメ、

ハリウッド映画の人気に便乗することのほうがてっとりばや

い。独立行政法人京都国立博物館で行われた「スター・ウオ

ーズ展」などはその最たるものだろう。本来、金がすべてと

いう資本主義的淘汰に対してノーといいうるのが文化の力で

あり、公立館の存在意義であった筈なのだが、あるべき社会

の理念もなく、運営の効率化のみが先行しかねない。 

  美術館などいらないというのも選択の一つである。しかし、

あるべき社会とは何か、その社会には何が必要なのか、とい

う議論がないままの指定管理者制度の導入には深い危惧を抱

く。 
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* 平成14年度より小・中学生は平常展無料  

 独立行政法人東京国立博物館事業報告より 

 

 

 

 

 



５．おわりに 

今年もまた毎回の定例会の記録をまとめて会報といたします。

論文集ではありませんが、記録集には十分意味ありかと存じま

す。 

皆様方、今年度もおつかれさまでした。 

次年度も楽しく知的交流できればと思っております。 

 

 


